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1、はじめに

　英語を自由に使いこなせるようになりたいと願っている日本人は少なくないと患われ

る。その証に、書店には英語学習用のテキストやテープが山のように積まれ、巷ではい

わゆる「英会話学校」が次々にでき、もてはやされている。また、r英会話学校」には

中学生未溝の子供を対象とした「英会謡教室」も数多くあることから、我が子が英語の

できる子供であってほしいと願っている親たちが少なからずいるということもわかる。

このように我が国では、学校教育をはなれたところでの英語学習熱が非常に高いといえ

るo

　一方、学校教育の場でも英語教育は重視されている。たてまえとしては英語は選択科

目になっているものの、必修科目と変わらない形で学習されているのが現状である。義

務教育である中学校で3年闇、さらに中学校卒業者の95．1％が高校へ進学している（平

成2年度、文部省の調査）ことから高校でも3年闇というように、国民のおよそ90％は

6年闘も英語を学習していることになる。

　英語教育に対する関心や英語学習熱はこのように高いのであるが、その割にはあまり

成果が上がっていないようである。竹蕾（ユ982）は3っの方向［注1］から日本人の英

語力を概観した結粟次のように述ぺている。

　　r日本人ほ葬衛に嚢心に糞萎…を鐘蟻する。蒔麗もかげ、お金もかげる。しかしその藷に錯纂が国嚢館に遷鰯しない」ということである。したがって、全体鐘

　　の一鮒縮としては鵬に瞳い婚カ」というふうにとらざるを馳1、のではないかと肋れる。（p．11）

　本論は、上で述ぺたような臼本における英語教育の効率の低さを少しでも高めるため

に、筆者なりの試議を提示することを主な目的としている。試論の桂となる考えは、社

会言語掌の研究結果を英語教育に応用するということである。なお本論では英語教育の

目標を、基本的な教育の場である小学校及び中学校において平均的な日本人学習者が、
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初歩的な英語であってもそれを使ってコミュニケーションをすることができるようにな

ることに限定して論を進めていくことにする。

2．俵達能力の研究とその周辺

　まず始めに、社会言語学による伝達能力（Co㎜㎜iCatiVC　C㎝pCt㎝㏄）に関する研究

について簡単に述べることにする。そもそも伝達能力という概念がどのような経緯で提

示されたのかということにっいて、Bm翻fit（1984）は次のように説明している。

　Cho翻sky（且965）による言語能力（co晒petence）と言語運用（perfomance）とを区別す

る考え方に対して、これまでに主だった見解が三っ示されているであるが、そのうちの

ひとっに、言語能力と言語運用との区別は認めるものの、Co圃pet㎝Ceを言語の語嚢や文

法に関する知識であるとする考え方では不十分であって、その言語知識を現実生活の場

で使いこなすことのできる知識。能力というところまで拡張して考えるべきだという主一

張がある［注2］。この見解が伝達能力という綴念を生んだわけである。1970年前後に、

理論言語学者、社会言語学者、心理言語掌者等によって伝達能力が論じられており、そ

れ以前にもこの概念を暗示した研究者がいたが、その立場にある代表的研究者のひとり

として本論ではHy翻es（1974）による伝達能力の概念を取り上げることにする〔注3］。

子供は成長する遇程で、所属する社会で使用されている言語の語旬や文といった言語形

式に対する文法性の判断能カだけでなく、そのような言語知識の、相手。場面。話題。

目的等に応じた遼切な用い方（appropriate　use）に関する知識。能力をも獲得し、そう

して社会の一員として正常な言語行動、伝達行動が行えるようになるのだとHy圃eSは主

張する。

　筆者はかつて皿y㎜eSのいう伝達能力の範囲を十分に検討したうえで、言語レパートリ

ー［注4］も伝達能力の一部をなすと考え、日本人の子供が日本語の玉0種類の異種［注

5］をいつ頃どのような頗序で判別できるようになるのかということを実験によって調

べたことがある（小林，ユ985）。これは社会言語学で従来行われていた大人の言語使用

規則の解明とは異なり、大人の場合にはほぼ100鴇になっていると考えられる伝達能力が、

子供の成長遇程においてどのように獲得されていくのかということを解明しようとする

「言語獲得に関する発達社会言語学的理論」　（Berko－G1eas㎝＆層eintraub，1978）によ
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る研究とみなすことができる。発達社会言語学の瑠論では、子供が発達していく過程で

獲得するのは言語能力だけではなく、それを社会的状況で適切に用いるための知識であ

る伝達能力だと考え、伝達能力がいっ頃どのように獲得されるのかを解明することを目

的としている（Berko－G1eas㎝＆留ei羽traub，1978；Corsaro，三977）。すなわち、子供

がどのように言語的に社会イヒしていくかを明らかにしようとする研究分野であって、社

会言語学の下位分野とみなすことができる。

　以上、社会言語学の分野における伝達能力に関する研究として∵伝達能力の定義と、

伝達能力の獲得を解明する研究（発達社会言語学）とに言及した。次に、外国語あるい

は第二言語としての英語教育の分野において、伝達能力がどのように考慮されているか

ということについて簡単に述べることにする。

　英語教授法は時代とともに変遷してきた。ユ970年代に入り、前述した的鵬sの社会言

語学からの概念の提示や、the　Co㎜ci1of　Europeからの外国語教育に対する数々の提

言によって、言語形式よりも意味と機能を重視した（notiona1－f㎜cti㎝a1）シラバスに

基づいて、学習者に伝達能力を習得させてコミュニケーションができるようになること

を目標としたCo圃圃unicativeApproachまたはCo圃圃micativeLa㎎皿ageTeachingと呼

ぱれる教授法がにわかに関心を集めだした（Jo㎞s㎝，1981；片山ほか，1985）。この背

景について小笠原（1983）は次のように述べている。

　　外圏妻…薮育は伝鐘蝿にgra翻翻atica1／structura】一　sy11abusに艦っており、いかに文註酌に正い、文を生蟻する儀カをつ1ナる

　　かということが最大の麗心事であった。しかし近年言譲を社会事黎として握えるよう1こなるにっれて、コミュニケーションを蹟立させるためには文法菌に正

　　しい文を生薩するだけでなく、その文を胴いて留かをする薩カをつけな1ゴれぱならないと指鐘されるようになった。　（p．6）

　この教授法は日本にも紹介されて、英語教育関係者の興味をひいた。しかしながら日

本の英語教育がCo圃囲unicativc畑pmachで行われるようになったわけではない。日本

の英語教育関係者の中には、これに共鳴する者も決して少なくはないが、大学を頂点と

する上級学校への進掌のために必要とされる、あるいは期待されている英語の能カが、

主にStmctura1Approachによって養われる性質のものであるこ・とや、Co㎜固㎜icative

Approachで授業を行うのに必要な高度な英語伝達能力をもった教師が少ないことなどが

陳因となって、今なおCo醐unicativc　ApproachがStruc加ra1畑proachに取って代わ

ることのできないのが現状である。
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3．社会言語学の英語教育への応鯛

　前の章では、伝達能力という概念、伝達能力の獲得と育成といった問題に関して、社

会言語学及び英語教育がそれぞれどのようなアプローチをしているかということに言及

した。そこで本章では、社会言語学と英語教育の橋渡しという観点から、英語の伝達能

力習得に関する試議を展闘していくことにする。

　3．1．応用上の聞題点

　これまで述べてきたところまでで既に暗示されていることであるが、伝達能力の発達

や育成に関する研究が、社会言語学と英語教育とで別個に行われているということが最

大の聞題点である。端的にいうならぱ、社会言語学は母語の伝達能力を対象にしており

英譲教育では外国語としての英語の伝達能力を対象にしているということである。筆者

の知る限りでは、両者を統合するとか、一方をもう一方に生かすといったような試みや

考え方は、ほとんどなされていなかったと思われる。

　3．2．試論の枠組

　試論の骨子を箇条書きにして示すと次のようになる。

　　（ユ）子供の言語発達を重視する。

　　（2）1ヨ本語と英語を比較曲対照し、共通点。相違点を示す。

　　（3）小学校の段階から英語教育を始める。

以下、頗番に述べていく。

　3．2．1．言語発達の考慮

　言語発達を重視し考慮するというこの提案は、試論の枠組の中核を成すものである。

この提案の趣旨をひと言で言い表すとするならぱ、r日本語の能力として得られていな

いものは、それに櫓当する英語の能力も得られるはずがない」ということになる。ここ

で日本語及び英語の能力といっているのは、音声。語彙。統語に関するいわゆる文法の

知識（1i㎎uiStiC　CO卵et㎝Ce）はもちろんのこと、それを含み、さらに文法外の知識を

も意味する伝達能力（Co醐㎜iCatiVe　Co翻petenCe）のことである。人闇は生まれてから

大人になっていくあいだに、言語（の構造や体系）に関する知識。能力と、それを実際
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の社会生活の場でどのように運用するのかということに関する知識。能力とを獲得する

［注6］。そしてそこには発達段階がある。例えぱ、一般に幼児の頃には人間の死を描

写する語としてはr死ぬ」だけしか知らなかったのが、大人へと成長していく遇程で、

あからさまに表現することがタプーであって、娩曲的な別の言い方をした方がよい場台

があることに気がっくようになってからr亡くなる」という語が獲得されると考えられ

る。また、「それは間違いだ」という断定的な表現しかできなかったのが、言語的に社

会化していった結果、この表現の断定の度合を軽滅するrそれは闇違いだと患う」とい

う控え圓な表現ができるようになると考えら机る。そこで英語の伝達能カを習得させる

ためには、上述したような、現実の言語使用場面での機能や意味が翼なる日本語の表現

を英語学習者が使い分けられるようになってから、各々に相当すると患われる英語表現

の冊todie冊と冊to　pass　a鯛y冊　（最初の例）、また冊肚at　is鮒㎝g．呵と旧I　t阯脈

that　is附o㎎．田　（あとの例）を教えるのが効果的であると患われる。

　ここでは人闇の死を表す嫡臨語と断定を和らげる表現を例にとって説明したが、既に

述べた発達社会言語学におげる実験。調査では・ことばの社会的側面に関する知識。能

力はおおむね10才から12才頃に大人とほぼ同程度の水準に達することが報告されている

（Ede1sky，1977；小林，1985三Van　de　Cra㎝，1982）ことから、英語の伝達能力を習

得させようとする場合、英藷学習者は小学校高学隼以上であることが望ましいと考えら

れる。言い換えれぱ、小学校萬学年未溝の場合には英語の伝達能力の習簿が園難である

か、もしくはその効薙が悪いというのが筆者の見解である。

　しかしながら、伝達能力のある部分は就学前や小学校低掌年の頃に獲得される。それ

は、　「こんにちは」　「さようなら」　rありがとう」といったような、日常生活を営むう

えで極めて璽要となる決まり文旬（rO鮒i皿eS）である。文法の獲得が先験的に動機づけ

られたもので、燭々の意味が理解されてから使用する段階へというプロセスで遼行する

のに対して、その使用が社会的制約を多分に受ける決まり文句の場合には、大人による

教えこみ［注7］によって先に使用や行動が獲得され、その後で個々の文句の意味がわ

かってくるというぐあいに、全く逆のプロセスをたどってなされるのである（Berko－

G1eas㎝．1980）。言語発達のこの側面を英語教育に生かすことができそうである。す

なわち、英語のあいさっ表現の基本的なものは、小学校低学年からでも教授司能という

ことである。小学校低学隼と患われる子供が伸簡同志でrサンキュー」と礼を言ったり

rグッドバイ」と言って別れる姿を目にすることがあるが、これは筆者の見解を支持す
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るものであるといえる。

　英語教育学者の中にも、子供の発達段階に応じた英語指導を唱える者がいる。羽鳥（

1982）は、言語学の観点からは母語の音声。語鑑咀文法の発達を、心理学の観点からは

種々の知的発達を考慮したうえで、小学校から大学までという一貫した英語教育システ

ムの中で、発達の各段階における英語学習についてのレディネスを検討し、そこからど

のようにカリキュラムを作成したらよいかということに関する試案を提示している。羽

鳥の試案は、筆者が強調している伝達能力の発達の記述と解明を目指す発達社会言語学

の立場に立っものではないが、知識邑能力の発達段階及ぴ無理のない合理的な英語学習

を重んずる点においては筆者の提案と芙通していると思われる。

　3．2．2．日英語の比較。対照

　目本語と英語の言語体系。構造上の共通点と相違点を教えることはもちろん有益であ

る。ただし本議ではこのことには言及しない。ここでは言語使用面での日英語の比較。

対照を問題にする。この視点を取り入れた英語学習の実例として比嘉（1980およぴ1982）

と川鋪（1986）によるものを挙げることができる。

　比嘉（1982）は、日英語を例にと’って会話の社会。文化的規則という概念を示してい

る。会話の社会由文化的規則とは、あいさつ、呼びかけ、命令、頼みごと、お世辞、同

楮、悪口、説得などといった、ことぱの面から提えた人闇関係の運び方ともいうべきも

ので、具体的には、あいさつの仕方、お世辞の言い方、説得の仕方などということにな

る。この規則は会謡表現そのものの生成と、会話表現の使い方とを支配しているという

ことである。例えぱ、　「これまで他人であったが、今後は知人になりたい」ことを強調

するのが臼本語のあいさっであるのに対し、英語の場合は「会ってうれしい」ことを強

調するというように両言語の表現に差がある場合もあれぱ、お礼の仕方のように、日英

両語には差はみられないが、日本語の場台お礼を何度も繰り返す特徴があるといった臭

合に、会話表現の使い方に相違がみられる場合もある。このことから比嘉は、英会話教

育の望ましいあり方は、学習者が従来のように決まり文旬、慣用旬、既成文を単に暗記

することであってはならず、新しい文や独創的な表現の生成を可能にする社会・文化的

規則を発見。習得し、創造的な言語盾動を展開できるようになることを目標にしたもの

でなくてはならないとしている［注8］。

　川騎（1986）の視点は、日本人とアメリカ人の言語行動の栂違ということである。川
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縞の授業ではある場面を描いた3段階のスキットが提示されるのであるが、初めのスキ

ットは日本人の言語行動に基づいて、菓語を日本語流に使ってしまうために上手くコミ

ュニケーションができない例、2番目のスキットは日本語流のまずい点を改良して英語

流にした例、そして3番目には英米人であったらこのようにスムーズなやり取りになる

という例を示している。

　しかしながら、ここで取りあげた2つの実例は英語学習初級者向けではない。その理

由は、どちらも基礎的な語簸。文法の知識は習得済みであるということを前提にしてい

るからである。そこで、英語の伝達能力の学習に無理なく入っていくことができるよう

に、基礎的な語彙・文法の知識を習得させるにはどうしたらよいかということが聞題に

なってくる。この闇題に答えるのが次に述べる早期英語教育である。

　3．2．3．早期英語教育

　この提案自体は決して新しいものではない［注9］。しかし近年の早期英語教育賛成

派の最大公約数的見解の拠り所となっているのは、r子供（乳幼児から学童まで）の頭

のやわらかさ」ということであるように患われる。すなわち、あらゆる面で発達途上に

ある子供の掌習行動の柔軟性を利用しようとするものである。この見解を言語学の調査

結果から裏づけるものがL㎝neberg（1967）の言語獲得の決定的時期（critica1pcriod

for1a㎎uage　aCquiSit主㎝）を認める説である。脳の発達が始まって完全になるまでの

およそ2才から12，3才までのあいだであれば、2っ、あるいはそれ以上の数の言語を母

語として獲得できるというのである。この説に従えぱ、現行のように子供が中学校1隼

生から英語学習を始めた場合には言語獲得の決定的時期を遇ぎる頃になっているわけで

その英語能力をネイティプ。スピーカーの有する能力と同等にすることは難しい。　「子

供の頭のやわらかさ」を擬り所とした早期英語教育の握唱がL㎝ncbcrgの説に基づいて

いるとすれぱ、その早期英語教育の根本的な考え方は、英語も日本語と同じように母語

として子供に獲得（aCq靱ire）させるということであると考えることができる。しかし筆

者の唱える早期菓語教育は上述したものと比較した場合、子供に英語を獲得させるので

はなく、「習得。学習（1eam）させる」と考える点で根本的に巽なる［注10］。具体的

には比較的失敗を恐れない小学校4年生ぐらいから英語教育を始めるのが適当ではない

か［注11］と考えるが、この開始年齢が言語獲得の決定的時期にあるからといってこれ

を獲得とみなしたりはしない。小学校4隼生の子供に英語を習得・学習させるというこ
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とである。

　このように考える背景には2つの事柄がある。一つは、臼本は臼本語の単一言語團家

である［注玉2］ために、英語をいわぱ二つ冒の母語として獲得するのに十分な言語環境

を生み出すことは極めて困難であり、まして学校教育という限られた範囲内では絶対に

不可能であると考えられることである。もう一つは、■6／、／蘭／などの臼本語には

ない英語の音が正確に発音できなくても、また、文の正誤に関してネイティプ。スピー

カーが持っ直観的判断力が傭わっていなくても、我々は英語でもってニコミュニケーショ

ンすることが司能である（比嘉，1979a）ということである。

　次に早期英語教育の具俸的な内容を述べることにする。まず開始跨期は前述したよう

に小学校4年生とする。そして6年生までの3年闇で極めて基礎的な語彙と文法を習得

させて、英語でもって客観的事実を記述（describe）できる能力を養う。またそれと平

行して日常でのあいさつ等、伝達能力の一部も学習させる。中学校では伝達能力の習得

に重点を置くようにする。既に述べたように、発達社会言語学の研究成果に立脚して英

語の伝達能力の習得を中学校1年生（李いさつ表現の基本的なものは小学校4隼生）か

ら行うというのは筆養が特に強調したい点であるが、英語による記述能力を習得させる

ためには、比嘉（1979aおよぴ工979b）の試案が擾めて育効であるとおもわれる。

　比嘉（1979b）によると、どんな言語の文もr事実文」と「関係文」という二っの範

醸に分類できるということである。前者は例えぱ、　「太陽は東からのぼる」（肺The　s㎜

rises　i聰the　east．冊）とかr犬は動物である」（刷A　dog　is　an　ani圃a1．冊）のように、事

実や状況を記述した文であって、語彙と文法の知識さえあれぱ生成できる。他言語に直

訳可能な文である。一方後者は人闇咄社会関係に関する文であって、rはじめまして」

（”Ho瑠doyoudo？呵）とかrどうぞよろしく」（冊I　a馳g1adtosccyou．嗣）のように、そ

の文の生成には語嚢と文法の知識に加えて、前述した社会。文化的規則をも知っていな

いとだめである。そして比嘉（1979a）は、中学校学習指導要領の掲げる英語教育の冨

標を考慮したうえで、英語教育を従来とは翼なり、和文英訳。英作文から始めて生徒に

能動的な表現活動を展開させ、最終的には平均的な日本人のための通じる英語を習得さ

せるための教材縄成の視点を具体例をもって示した。そこでは菓語能カを不完全から完

全へという発達遇程とその段階が考慮されており・学習著が誤りを最小限におさえつつ

通じる英語が無理なく学べるように考えられている。比嘉のこの試案に基づき、小学校

4年生という比較的失敗を恐れない時期から、限られた語彙と文法を使って文を生成す
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るという能動的表現活動を身につけておけぱ、中学生になってから始めるr関係文」あ

るいは伝達能力の習得の効率も高いものと恩われる。

　繁者は高校1年生を対象に、英語による記述能力と伝達能力を調べるために簡単なテ

ストを実施してみたことがある［注13］。その緒果、高校1隼生でもある状態を英語で

記述するという能動的言語活動は、それに対応する受動的言語活動（英語の記述文の理

解）に比べて不十分であり、母語である日本語の場合には言語生活を営むのに十分な伝

達能力を有しているのであるが、それが外国語として学習している英語の場舎には貧弱

であることがわかった。このことは、現行の学校英語教育が全般的に和文英訳という創

造活動に乏しい方法でなされているために、英語の文を自ら作る能力が養われていない

ということと、伝達能力の習得があまり考慮されていないということを如実に物語って

いると患われる。

遁、試譲の実現に向けて

　前の章では社会言語学の英語教育への応用という見地から、筆者の考える英語教育の

あり方を、他の研究者の提案を取り入れる形で試論として述べた。この試論を現実のも

のにするために社会言語学者及び英語教育関係者は次に述べる3つの課題を遂行する必

要がある。

　まず第一に、発達社会言語学の見地から日本語の伝達能力獲得の現象面を記述し、そ

のメカニズムまでも解明していくことである。既に述べたように、　「伝達能力は臼本語

の能力として得られていて初めて英語の能力として得られる」という大前握が試論には

あった。そのためには母語である臼本語の伝達能カがどのように発達していくのかとい

うことが明らかにされなけれぱならないわけである。次に、比嘉（1979a）の試案を小学

校4年生から6隼生で実験してみることである。ただし比嘉自身も語っているように、

「現在の教育制度のなかでは筆者の試論を実験但実証する機会は与えられそうもない」

（p．119）ので、便人レベルで試してみるという実施方法を採ることが考えられる。小

学校高学年の段階において英語による記述能力が身にっいていれぱ、中学校段階での伝

達能力習得に重きを置いた英語教育が行い易くなってくる。そして三つ目は、中学校段

階で比嘉（1982）の社会。文化的規則の概念や川鱒（ユ986）の日米の言語行動の褐違と
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いう考え方を基盤にして、現実のコミュニケーションの場面や状況によることぱの翼種

やr関係文」を習得させるための教授法や教材を考案することである。

5．おわりに

　「英語教育の効率を考える」という論文（比嘉，1986）を読んだことがこの拙論を書

くきっかけとなった。これまで長年英語を学習してきた審として、また今後多少なりと

も英語教育に携わっていこうと考えている者として、筆者は社会言語学の研究者という

立場から臼本における英語教育（の一部分）に関する試論を述べてみた。そこには現時

点での自分の考えを整理して、今後の研究課騒を明らかにしてみようというねらいもあ

った。

　本論で筆者が強調したかったことは、社会言語学の研究成果を英語教育に生かせる可

能憧が、またそうする必要性があるということである。そして最も肝心な点は、母語と

しての目本藩の言語発達（特に伝達能力の発達）に沿って英語を習得句学習させるとい

うことであった。またこのことに付随して、日英語の比較由対照、皐期英語教育の必要

牲を説いた。加えて、この試議を実現するためには我々は何をしなけれぱならないかに

ついて述べた。

　本論には不備な点や英語教育関係者には受け入れられない点が数々あると患われる。

しかし・社会言語学が・たとえネイティプ。スピーカーの英語に比べて不完全であって

も、コミュニケーションが可能な通じる英語の習得に責献できるという圭張ができたの

ではないかと患う。

［注］

1）　3つの方向とは、①外国人のみた日本人の英語力に関する意見、②日本人有識者

　　のみた日本人の英語力に関する意見、③TOEFL（Test　of　Eng1ish　as　a　Foreign

　Lang蝸ge）などにみられる日本人受験者の成績である。
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2）　あとの2っは生成文法志向の言語学の流れ、そして言語能力と言語運用という二

　　元論の有用性を認めないHanidayの立場である。

3）　ネウストプニー（1976）の社会言語学概説では、伝達能力の研究はEy㎜esによっ

　　て確立されたとされている。　　　　　　　．

4）　圃一言語の中にも、牲、年齢、職業、地域などの社会的要素を反映した異種があ

　　り、ひとつひとつの翼種を話し方と呼び、一個人が理解あるいは使用できる謡し方

　　の数を言語レパートリーと呼んでいる。一般に大人の場合は言語レパートリーが広

　　い。

5）　筆者がとりあげた日本語の工0種類の翼種は、男性語、女性語、大人のことぱ、子

　　供のことぱ、職業語、階層語、うち語（平常語）、よそ語（敬語）、外国人の日本

　　語、地域方言である。

6）　母語である臼本語は獲得（acquisiti㎝）、外国語である英語は習得（1ear巫i㎎）と考

　　える立場を筆者はとる。

7）　教えこみ（teachi㎎）とは、大人が使い方の模範を示したり（㎜ode1i㎎）・　「『あり

　　がとう』って言いなさい」とかrよくごあいさっできたわね」などと言って使用を

　　促したり（pro叩ti皿g）、強化したり（reinforCi㎎）することである。

8）　この社会・文化的規則という概念に基づいて編集された英語（会話）のテキスト

　　として、比嘉正範（1980）の『NHKテレビ英語会話Creative　E皿g1ish　j　（NR

　　Kサービスセンター）と比嘉正範何平賀正子（i989）のr英語n　Creative　Co㎜翻u－

　　mic盆ti㎝i苅Soc主a1Sit蝸言主ons』　（放送大学教育振興会）がある。

9）　臼本における早期英語教育は19世紀後半には既に実施されており、第二次世界大

　　戦後、国民の英語への関心の高まりの一環として「プーム」の観を呈するようにな

　　ってきた（中尾，1978）。

工0）　母語の獲得は先験的に計画された行動の展闘であるのに対して、外国語の習得由

　　学習は音声や語嚢や文法、そしてそれらの使用法を後天的に知識として学び蓄積し

　　ていくことである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

五1）　田繭（1978）によると、！0才前後（小学校4，5年生）には習憤形成的学習と概念

　　理解的学習の両方が可能になるということである。その通りであるならぱ、この時

　　期の子供は掌習行動面で様々な教授方法に対応できるものと思われる。

！2）　どの言語がどれくらいの数の人によって話されているかという観点からすると、
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　　世界的にみた場合日本は単一言語国家とみなすことができる。ただし、実際には日

　　本にも日本語を母語としない少数民族がいる。

13）　筑波大学付属駒場高等学校の1年生164名（全4学級）に対して行った。被験者

　　を実験群（2学級）、統繍群A。統制群B（各1学級）に分けた。記述能力をみる

　　テストは、英語学習用テキストに載っていたr教室内の絵」と、それを7つの単文

　　で描写した英語の文章を用いて、実験群には「絵」だけをみせてそこに何があるか

　　を英語で書かせ、統制群Aには同じことを条件付きでやらせ、統制群Bには逆に英

　　文だけを提示して絵を描かせた。伝達能力を調ぺるテストでは、やはり英語学習用

　　テキストにあるr対謡場面の絵」を使い、実験群には対話を英語で記入させ、統制

　　群Aには当てはまる英文を選ぱせ、統制群Bには臼本語で記入させた。　（尚、この

　　調査結果は未発表である。）
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An　essay　on　the　Acquisition　of　Com醐unicative　Co㎜Petence　in　Eng1ish：

　　　　　　　　　　　　　　　The　APPlication　of　socio1inguis七ics

MasayOsi　KOBAYASI

　　　　　Iも　has　often　been　Poin七ed　ou七　tha七　due　七〇　the　inadequacies　in　七he

teathiag　of　Eng1ish　in　JaPan，　the　1eve1　of　Proficiency　in　七he　use　of　En91ish

for　com鰍unica七ion　is　re1ative1y　1ow．　　In　this　PaPer，　I　a七temPt　七〇　Present　a

new　perspecもive　fro㎜　which　to　approach　the　question　of　how　teachers　and

scho1ars　can　effective1y　heユP　their　studen七s　七〇　aqljire　co㎜muoicative

comPetence　in　En91ish．　　Af七er　brief工y　七〇uching　on　studies　of　com醐unicative

co棚Pe七ence　and　re1ated　fie1ds．　I　ProPose　that　the　resu1ts　of　socio1inguistic

research　be　aPP1ied　in　the　七eaching　and　1earning　of　co㎜㎜unica七ive　coIllPe七ence．

In　もhe　framework　Presen七ed　here，　the　fo11owin9　七hree＝Points　shou1d　be

e㎜Phasized：　　（ヱ）　consideration　of　七he　effects　of　chiユd　deveヱoP㎜en亡　on　sociaユ

asPects　of　1anguage；　｛2〕　contrastive　ana1ysis　of　1anguage　usage　in　JaPanese

andE㎎1ish；and（3〕thebeginni㎎ofE㎎ユishteachi㎎intheupPergradesof

e工e固e・tary・ch・o1・Thequ・・七i㎝ofho留to亡eachand1eamcg㎜㎜ic・ti・e

comPeもence　in　£n91ish　as　a　foreign　1anguage　can　be　七hought　of　as　a

socio1inguis七ic　issue．　　The　fra禰ework　ProPosed　here．　based　as　it　is　on

socio1inguistic　considerations，　might　胴ake　a　unique　con七ribu七ion　七〇　the

teaching　of　En91ish　in　JaPan．　where　a　be七ter　aPProach　to　effectively　pro醐otin9

七he　acquisi七ion　of　com㎜リnica七ive　co㎜Petence　in　En91ish　is　being　sought．
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